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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末新株予約権－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 95,450 △1.4 39,259 2.7 24,844 6.3
26年3月期第3四半期 96,780 9.5 38,214 52.1 23,362 64.0

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 64,434百万円 （86.4％） 26年3月期第3四半期 34,567百万円 （47.9％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 78.60 78.49
26年3月期第3四半期 73.92 73.84

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 6,414,724 568,248 8.5
26年3月期 6,124,787 507,520 8.0
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 548,297百万円 26年3月期 489,227百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
27年3月期 ― 5.00 ―
27年3月期（予想） 5.00 10.00

3. 平成27年3月期の連結業績予想（平成26年4月1日～平成27年3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 120,000 △4.7 44,500 △2.8 28,200 7.9 89.21



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ.2「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ.3「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項（3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基
づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当行が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 323,775,366 株 26年3月期 323,775,366 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 7,678,688 株 26年3月期 7,757,967 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 316,071,004 株 26年3月期3Q 316,022,736 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期のわが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向が続くなかで、緩やかな回復
基調が続きました。消費税率再引き上げの先送りや各種経済対策が個人消費を下支えする
ことから、今後も回復基調が続くと見込まれます。 
愛媛県経済は、消費税率引き上げに伴う反動減から個人消費や住宅投資で弱い動きが続
きました。今後は、円安に伴う物価高が家計の負担増や企業の収益悪化を招くなどの懸念
材料はあるものの、好調な雇用情勢に支えられ、景気は回復軌道に復することが期待され
ます。 
このような情勢のもと、当第３四半期連結累計期間における業績は、次のとおりとなり
ました。 
経常収益は、有価証券利息配当金の増加により資金運用収益が増加したものの、有価証
券売却益の減少によりその他業務収益が減少したことから、前年同期比 13 億 30 百万円減
少して 954 億 50 百万円となりました。一方、経常費用は、信用コストの減少によりその他
経常費用が減少したことから、前年同期比 23 億 75 百万円減少して 561 億 91 百万円となり
ました。この結果、経常利益は、前年同期比 10 億 45 百万円増加して 392 億 59 百万円とな
りました。また、四半期純利益は、前年同期比 14 億 82 百万円増加して 248 億 44 百万円と
なりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

譲渡性預金を含めた預金等は、前連結会計年度末比 261 億円増加して５兆 2,252 億円と
なりました。 
貸出金は、前連結会計年度末比 1,232 億円増加して３兆 8,315 億円となりました。 
有価証券は、前連結会計年度末比 762 億円増加して１兆 8,260 億円となりました。 
純資産は、前連結会計年度末比 607 億円増加して 5,682 億円となりました。 
総資産は、前連結会計年度末比 2,899 億円増加して６兆 4,147 億円となりました。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26 年 11 月 7 日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当ありません。 
なお、いよエバーグリーン農業応援ファンド投資事業有限責任組合、いよエバーグリー
ン事業承継応援ファンド投資事業有限責任組合を設立しております。 
 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の処理） 
連結子会社の税金費用は、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期
純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当
該見積実効税率を乗じることにより算定しております。 
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 
「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退
職給付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第 25 号 平成 24 年５月 17 日。以下、「退職給付適用指針」という。）を、退職給
付会計基準第 35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１
四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給
付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率
の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近
似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映し
た単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 
退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱

いに従って、当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計
算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 
この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が 1,668 百万円減少、
退職給付に係る負債が 628 百万円減少、繰延税金負債が 368 百万円減少し、利益剰余金が
672 百万円減少しております。また、当第３四半期連結累計期間の経常利益及び税金等調
整前四半期純利益はそれぞれ 177 百万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  現金預け金 399,830 462,535 

  コールローン及び買入手形 84,700 97,370 

  買入金銭債権 11,043 8,590 

  商品有価証券 527 519 

  金銭の信託 8,062 8,388 

  有価証券 1,749,815 1,826,071 

  貸出金 3,708,249 3,831,517 

  外国為替 12,029 12,916 

  リース債権及びリース投資資産 26,533 27,783 

  その他資産 30,369 43,236 

  有形固定資産 80,844 79,888 

  無形固定資産 4,113 3,969 

  退職給付に係る資産 12,727 12,569 

  繰延税金資産 917 803 

  支払承諾見返 27,592 27,871 

  貸倒引当金 △32,569 △29,309 

  資産の部合計 6,124,787 6,414,724 

負債の部     

  預金 4,806,905 4,854,345 

  譲渡性預金 392,242 370,906 

  コールマネー及び売渡手形 62,454 115,779 

  債券貸借取引受入担保金 83,090 211,097 

  借用金 130,353 125,817 

  外国為替 38 363 

  その他負債 42,039 47,348 

  賞与引当金 2,004 - 

  退職給付に係る負債 14,268 13,587 

  役員退職慰労引当金 2 - 

  睡眠預金払戻損失引当金 2,858 2,067 

  偶発損失引当金 443 413 

  特別法上の引当金 0 0 

  繰延税金負債 40,133 64,244 

  再評価に係る繰延税金負債 12,837 12,632 

  支払承諾 27,592 27,871 

  負債の部合計 5,617,266 5,846,475 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部     

  資本金 20,948 20,948 

  資本剰余金 10,483 10,483 

  利益剰余金 320,766 342,153 

  自己株式 △5,488 △5,433 

  株主資本合計 346,710 368,151 

  その他有価証券評価差額金 118,582 156,923 

  繰延ヘッジ損益 △2 △63 

  土地再評価差額金 20,305 19,930 

  退職給付に係る調整累計額 3,632 3,356 

  その他の包括利益累計額合計 142,517 180,145 

  新株予約権 288 323 

  少数株主持分 18,003 19,627 

  純資産の部合計 507,520 568,248 

負債及び純資産の部合計 6,124,787 6,414,724 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

経常収益 96,780 95,450 

  資金運用収益 66,611 67,711 

    （うち貸出金利息） 41,716 40,376 

    （うち有価証券利息配当金） 24,132 26,453 

  役務取引等収益 8,699 9,098 

  その他業務収益 17,349 14,285 

  その他経常収益 4,120 4,355 

経常費用 58,566 56,191 

  資金調達費用 4,793 4,682 

    （うち預金利息） 3,492 3,299 

  役務取引等費用 2,750 2,983 

  その他業務費用 9,545 9,695 

  営業経費 37,622 38,145 

  その他経常費用 3,854 684 

経常利益 38,214 39,259 

特別利益 477 51 

  固定資産処分益 - 43 

  負ののれん発生益 477 - 

  その他の特別利益 - 8 

特別損失 621 402 

  固定資産処分損 31 88 

  減損損失 589 313 

  金融商品取引責任準備金繰入額 0 0 

税金等調整前四半期純利益 38,069 38,908 

法人税、住民税及び事業税 12,013 9,596 

法人税等調整額 1,634 3,415 

法人税等合計 13,647 13,012 

少数株主損益調整前四半期純利益 24,422 25,896 

少数株主利益 1,059 1,051 

四半期純利益 23,362 24,844 
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四半期連結包括利益計算書 

第３四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 24,422 25,896 

その他の包括利益 10,145 38,538 

  その他有価証券評価差額金 10,149 38,876 

  繰延ヘッジ損益 △4 △61 

  退職給付に係る調整額 - △276 

四半期包括利益 34,567 64,434 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 33,347 62,847 

  少数株主に係る四半期包括利益 1,219 1,586 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当ありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当ありません。 
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４．平成 27 年３月期 第３四半期決算 説明資料 

（１）平成 27 年３月期 第３四半期損益の概況【単体】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

○主要計数・前年同期比
平成26年3月期 平成27年3月期 平成27年3月期
第3四半期 第3四半期 業績予想 進捗率
(9ヵ月間) (9ヵ月間) 前年同期比 増減率 （年間）
(A） (B） (B)-(A)

経常収益 85,146 82,962 △ 2,184 △ 2.6 104,500 79.4

コア業務粗利益 66,088 67,275 1,187 1.8

資金利益 61,803 62,986 1,183

役務取引等利益 3,469 3,633 164

うち預り資産収益 1,420 1,355 △ 65

その他業務利益 815 655 △ 160

経費(△) 36,185 37,047 862 2.4

コア業務純益 29,902 30,227 325 1.1 37,000 81.7

信用コスト(△)①+②-③-④ 2,272 △ 2,264 △ 4,536

一般貸倒引当金繰入額（△）① △ 832 -        832

不良債権処理額（△）② 4,215 154 △ 4,061

貸倒引当金戻入益③ -        1,541 1,541

償却債権取立益④ 1,110 877 △ 233

有価証券関係損益 7,921 3,277 △ 4,644

国債等債券関係損益 5,717 2,376 △ 3,341

株式等関係損益 2,204 901 △ 1,303

その他臨時損益 567 1,216 649

経常利益 36,119 36,986 867 2.4 42,500 87.0

特別損益 △ 622 △ 350 272

税引前 四半期純利益 35,496 36,636 1,140

法人税等+同調整額（△） 12,805 12,189 △ 616

四半期（当期）純利益 22,691 24,446 1,755 7.7 28,000 87.3

（参考）平成27年3月期第3四半期は、貸倒引当金戻入益を計上しております。
　    なお、貸倒引当金戻入益を内訳別に区分した信用コストは以下のとおりです。

平成26年3月期 平成27年3月期

第3四半期 第3四半期

(9ヵ月間) (9ヵ月間) 前年同期比

(A） (B） (B)-(A)

信用コスト（△） 2,272 △ 2,264 △ 4,536
一般貸倒引当金繰入額（△） △ 832 △ 2,484 △ 1,652
個別貸倒引当金繰入額（△） 3,608 943 △ 2,665
その他不良債権処理額（△） 607 154 △ 453
償却債権取立益 1,110 877 △ 233

(単位:百万円、％)

 

コア業務純益（4～12 月の 9ヵ月間）は、有価証券利息配当金の増加により資金利益が増加したこ
となどから、前年同期比 3 億円増加の 302 億円となりました。また、有価証券関係損益が減少した
ものの、信用コストが減少したことから、経常利益は前年同期比 8 億円増加の 369 億円、四半期純
利益は前年同期比 17 億円増加の 244 億円となりました。 
平成 27 年 3 月期業績予想（年間）に対する進捗率は、コア業務純益（9 ヵ月間）81.7％、経常利

益（9ヵ月間）87.0％、四半期純利益（9ヵ月間）87.3％となりました。 
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（２）預金等・貸出金の残高【単体】 
 
 
 
 
 
 

  
（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 

 
26年12月末 

 
25年12月末  26年3月末  25年12月末比 

預金等（末残） （注1） 52,427 403 52,024  52,158 

 うち個人預金 33,450 452 32,998  32,703 

貸出金（末残） 38,505 1,162 37,343  37,253 

 うち中小企業等貸出金(注2) 28,502 653 27,849  27,977 

  個人向け貸出金 9,220 74 9,146  9,183 

   うち住宅ローン 6,779 57 6,722  6,725 
 

（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 
 

26年12月末 
 

25年12月末  26年3月末  25年12月末比 

信用保証協会保証付貸出金 1,246 △ 81 1,327  1,289 
 

（注）１．預金等は、預金及び譲渡性預金の合計であります。 

   ２．中小企業等貸出金とは、中小企業及び個人向け貸出金であります。 

 
 

（３）預り資産の残高 

 

 

 

 

 
（単位：億円）       （参考）（単位：億円） 

 
26年12月末 

 
25年12月末  26年3月末  25年12月末比 

伊予銀行預り資産残高 3,629 △ 208 3,837  3,747 

 

投資信託 1,112 2 1,110  1,083 

保険 1,704 69 1,635  1,669 

国債 626 △ 274 900  817 

 金融商品仲介 186 △ 4 190  

 
176 

いよぎん証券預り資産残高 

 
920 404 516  622 

伊予銀行グループ合計 4,549 196 4,353  4,370 

 

預金等残高は平成 25 年 12 月末比 403 億円（増加率 0.8％）、貸出金残高は平成 25 年 12
月末比 1,162 億円（増加率 3.1％）増加しております。 

 

伊予銀行グループの預り資産残高は、平成 25 年 12 月末比 196 億円増加の 4,549 億円とな
りました。 
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（４）有価証券の評価損益【単体】 
 
 
 
 
 

（単位：億円）    （参考）     （単位：億円） 

 

26 年 12 月末 26 年 9 月末  26 年 3 月末 

時価 評価損益   時価 評価損益   時価 評価損益  
    

         

 26 年 9
月末比 

評価益 評価損 
  

評価益 評価損    評価益 評価損 

その他有価
証券 

18,119 2,416 290 2,433 17 17,628 2,126 2,144 17  17,399 1,830 1,852 22 

  株式 2,608 1,627 172 1,633 5 2,432 1,455 1,462 6  2,154 1,176 1,186 10 

  債券 10,600 496 38 497 0 10,526 458 459 0  10,990 471 472 0 

  その他 4,909 292 81 303 10 4,668 211 221 10  4,255 182 193 10 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、評価損益は貸借対照表価額と取得価額との差額を計上して
おります。 
２．満期保有目的の債券はありません。 
 
 
 

（注）金銭の信託に係る評価損益を除く 
 

 

 

平成 26 年 12 月末の有価証券の評価損益は、2,416 億円と地銀トップクラスの水準を確保して

おります。 

有価証券評価益（単体）の推移

1,830億円

1,041億円

817億円

2,416億円

2,126億円

1,756億円
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（５）金融再生法ベースの開示不良債権【単体】 
 
 
 
 
 
 
                                                                  （単位：億円）     （参考）（単位：億円） 

 26年12月末 
 

26年9月末 
 

26年3月末 
26年9月末比  

破産更生債権及び 
これらに準ずる債権 40 △ 6 46  66 

危険債権 514 △ 9 523  519 

要管理債権 160 4 156  172 

合 計 715 △ 12 727  758 

      

開示不良債権比率 1.79％ △ 0.08p 1.87％  1.96％ 

 
 

 
 
 

金融再生法ベースの開示不良債権は 715 億円、開示不良債権比率は 1.79％と引き続き
低水準を維持しております。 

開示不良債権額･比率推移
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開示不良債権比率（右軸）

1.79％ 
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（６）自己資本比率（国際統一基準） 
 

 

 

 

 

 

【単体】                                     （単位：億円） 

 26 年 12 月末  
26 年 9 月末 

［速報値］ 26年9月末比 

（1）単体総自己資本比率（（4）/（7）） 14.91% 0.12% 14.79% 

（2）単体Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 11.32% △ 0.05% 11.37% 

（3）単体普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 11.32% △ 0.05% 11.37% 

（4）単体における総自己資本の額 5,150 210 4,940 

（5）単体におけるＴｉｅｒ１資本の額 3,907 109 3,798 

（6）単体における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 3,907 109 3,798 

（7）リスク・アセットの額 34,522 1,125 33,397 

（8）単体総所要自己資本額 （（7）×8%） 2,761 90 2,671 
   

【連結】                                     （単位：億円） 

 26 年 12 月末  
26 年 9 月末 

［速報値］ 26年9月末比 

（1）連結総自己資本比率（（4）/（7）） 15.41% 0.13% 15.28% 

（2）連結Ｔｉｅｒ１比率（（5）/（7）） 11.76% △ 0.05% 11.81% 

（3）連結普通株式等Ｔｉｅｒ１比率（（6）/（7）） 11.74% △ 0.04% 11.78% 

（4）連結における総自己資本の額 5,399 212 5,187 

（5）連結におけるＴｉｅｒ１資本の額 4,121 113 4,008 

（6）連結における普通株式等Ｔｉｅｒ１資本の額 4,115 117 3,998 

（7）リスク・アセットの額 35,029 1,095 33,934 

（8）連結総所要自己資本額 （（7）×8%） 2,802   88 2,714 
（注）  信用リスク・アセットの算出においては基礎的内部格付手法、オペレーショナル・リスク相当額の算出においては

粗利益配分手法を採用しております。 

平成 26 年 12 月末の連結総自己資本比率は 15.41％、連結普通株式等 Tier１比率は 11.74％
となりました。 
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